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小型貫流ボイラー性能表示ガイドライン

2017 年 3月 21 日

公益財団法人日本小型貫流ボイラ－協会

1. 目的

建築物のエネルギ－消費性能の向上に関する法律（以下「建築物省エネ法」）が平成 27年 7月 8日に

公布され、一定規模以上の非住宅建築物は、新築時等に建築物のエネルギ－消費性能表示基準（省エネ

基準）への適合義務が生じる。この時、一次エネルギー消費量の算定に用いられる平成 28 年省エネル

ギー基準に準拠したプログラム（国立研究開発法人建築研究所）において、JIS 等の規格に基づいた熱

出力（定格能力）、設備電力（定格消費電力）、燃料消費量（定格燃料消費量）の入力が求められる為、

本ガイドラインを定めた。

2. 適用範囲

労働安全衛生法施行令第 1 条第 4 号ホに基づく小型ボイラをいい、ゲージ圧力 1 メガパスカル以下

で使用する貫流ボイラ（管寄せの内径が 150 ミリメートルを超える多管式のものを除く。）で、伝熱面

積が 10 平方メートル以下のもの（気水分離器を有するものにあっては、当該気水分離器の内径が 300

ミリメートル以下で、かつ、その内容積が 0.07 立方メートル以下のものに限る。）

3. 引用規格等

（１）JIS B 8222 陸用ボイラ 熱勘定方式

（２）（公財）日本小型貫流ボイラ－協会 ボイラ－性能表示基準値

4．表示

4.1 熱出力（表示）[kW]

熱出力（表示）[kW]は、式(1)で算出される値とする。相当蒸発量（表示）は、4.2 で規定された値と

する。

熱出力（表示）[kW] ＝ 相当蒸発量（表示）[kg/h] × 2257（注 1） kJ/kg ÷ 3600 式(1)

注 1. 2257 kJ/kg とは、大気圧において 100℃の飽和水 1kg を 100℃の飽和蒸気に変化させる蒸発

潜熱を表した数値である。

4.2 相当蒸発量（表示）

相当蒸発量（換算蒸発量）は、大気圧において 100℃の飽和水から 100℃の飽和蒸気を発生させる場合

の蒸気量として表した値であるとし、式(2)で算出される値とする。なお、式(2)におけるボイラ効率（表

示）、燃料消費量（表示）[液体燃料：L/h、気体燃料：m3N/h]は、5.1、5.2 に基づいて許容誤差範囲内で

あることが検証された値であるとする。

相当蒸発量（表示）[kg/h] ＝ 燃料消費量（表示）[液体燃料：L/h、気体燃料：m3N/h]

×燃料発熱量（注 2）[液体燃料：MJ/L、気体燃料：MJ/m3N]×1000
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×（ボイラ効率（表示）[%]÷100）÷2257kJ/kg 式(2)

注 2．燃料発熱量は、（公財）日本小型貫流ボイラ－協会のボイラー性能表示基準値を用いること。

液体燃料[MJ/L]：灯油 34.8、A重油 36.7、ハイカロリーＡ重油 37.4

気体燃料[MJ/m3N]：13A 40.6、プロパン 93.7、ブタン 118.9

4.3 ボイラ効率（表示）

ボイラ効率（表示）[%] は、ボイラ－性能表示基準値（注 3）で定められた条件下の値とし、5.1 に基づ

いて許容誤差範囲内であることが検証された値であるとする。

注 3. ボイラー性能表示基準値で定められた条件：運転圧力 0.49MPa、給水温度 15℃、給気温度 35℃

4.4 燃料消費量（表示）[液体燃料：L/h、気体燃料：m3N/h]

燃料消費量（表示）[液体燃料：L/h、気体燃料：m3N/h]は、式(3)で算出される値とし、5.2 に基づい

て許容誤差範囲内であることが検証された値であるとする。

燃料消費量（表示）[液体燃料：L/h、気体燃料：m3N/h]

＝ 熱出力（表示）[kW] ÷（ボイラ効率（表示）[%]÷100） 式(3)

÷ 燃料発熱量（注 2）[液体燃料：MJ/L、気体燃料：MJ/m3N] ×3.6

4.5 燃料消費量（表示）[kW]

燃料消費量（表示）[kW]は、式(4)で算出される値とする。

燃料消費量（表示）[kW]

＝ 燃料消費量（表示）[液体燃料：L/h、気体燃料：m3N/h] 式(4)

× 燃料発熱量（注 2）[液体燃料：MJ/L、気体燃料：MJ/m3N] ÷ 3.6

4.6 設備電力（表示）[kW]

設備電力（表示）[kW]は、ボイラに搭載した電力消費機器の仕様書上の定格出力等（送風機、給水ポ

ンプ、油ポンプ等の電動機については定格出力、電動機以外の機器（ヒータや制御機器等）については

定格消費電力）を積算した値とする。

5. 検証方法

5.1 ボイラ効率

ボイラ効率（測定）は、JIS B 8222 に準拠して測定された値とし、ボイラ効率（測定）は、4.3 で規定

されたボイラ効率（表示）に対し±１％（ポイント）以下でなければならない。

5.2 燃料消費量 [液体燃料：L/h、気体燃料：m3N/h]
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燃料消費量（測定）は定格負荷において JIS B 8222 で規定された流量計を用いて測定された値とする。

気体燃料は標準状態（0℃、大気圧）の容積に換算することが必要である。燃料消費量（測定）は、4.4 で

規定された燃料消費量（表示）の 96.5%以上かつ 103.5%以下でなければいけない。

＜解説＞

熱出力（表示）、燃料消費量（表示）[kW]は、相当蒸発量（表示）とボイラ効率（表示）より算出する

ため、相当蒸発量（表示）とボイラ効率（表示）の定義及び検証方法を記載した。

定格消費電力については、ボイラに搭載した電力消費機器の発停等により設備電力より小さくなるが、

小型貫流ボイラーでは燃料消費量[kW]と比較して設備電力が圧倒的に小さい為、設備電力で代用する。

以上


